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 第３章  西条市の高齢者を取り巻く状況 

 

 

１ 高齢者の状況 

（１）人口ピラミッド 

本市の平成 25年９月末現在の性別・年齢別人口（人口ピラミッド）は次のとおりです。 

団塊の世代を含む 60～69歳と、その子世代にあたる 35～44歳の人口が多い、つぼ型の形状と

なっています。 

 

【人口ピラミッド（平成 25 年９月末現在）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳 
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（２）人口の推移 

本市の平成 25 年９月末現在の人口は 113,866 人となっています。平成 22 年までと平成 25 年

で出典が異なるため、平成 25 年の総人口が増加していますが、国勢調査でみると、減少傾向に

あります。 

65 歳以上の高齢者数は増加しており、平成２年の 19,143 人から平成 25年には 31,603 人と、

約 1.7倍の増加があります。 

 

【人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（～平成 22 年）、住民基本台帳（平成 25 年） 

 

【総人口と高齢者人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（～平成 22 年）、住民基本台帳（平成 25 年） 

 

(単位：人）

75歳以上 西条市 愛媛県 全国

昭和55年 112,961 24,598 74,063 14,288 5,679

21.8% 65.6% 12.6% 5.0%

昭和60年 115,983 24,309 75,371 16,300 6,875

21.0% 65.0% 14.1% 5.9%

平成 2年 115,251 21,330 74,721 19,143 8,115

18.5% 64.8% 16.6% 7.0%

平成 7年 114,706 19,065 72,621 23,008 9,511

16.6% 63.3% 20.1% 8.3%

平成12年 114,548 17,354 70,852 26,213 11,500

15.1% 61.9% 22.9% 10.0%

平成17年 113,371 16,199 68,784 28,375 14,368

14.3% 60.7% 25.0% 12.7%

平成22年 112,091 15,356 66,582 30,153 16,477

13.7% 59.4% 26.9% 14.7%

平成25年 113,866 15,010 67,253 31,603 17,277

13.2% 59.1% 27.8% 15.2%

区分
高齢化率

総人口 0～14歳 15～64歳 65歳以上

12.6% 11.6% 9.1%

14.1% 12.9% 10.3%

16.6% 15.4% 12.0%

20.1% 18.5% 14.5%

22.9% 21.4% 17.3%

25.0% 24.0% 20.2%

26.9% 26.5% 23.1%

27.8% 28.8% 25.1%
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年齢３階層別の人口構成をみると、0～14歳人口は減少しており、15～64歳人口も同様の傾向

がみられます。これに対し、65歳以上人口（高齢者人口）は増加しており、平成２年には全体の

16.6％であったものが、平成 25年には 27.8％となっています。 

 

【年齢３階層別人口構成の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（～平成 22 年）、住民基本台帳（平成 25 年） 

 

平成７年以降、後期高齢者割合が年々高くなっており、平成 25年には 54.7％となっています。 

 

【前期・後期別高齢者割合の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（～平成 22 年）、住民基本台帳（平成 25 年） 

 

  



－17－ 

 

（３）高齢者のいる世帯の推移 

国勢調査による平成 22 年の本市の一般世帯は 44,565 世帯、１世帯当たり人員が 2.52人、高

齢者のいる世帯が全体の 43.7％となっています。核家族化や高齢化が進むにつれて、１世帯当た

り人員は減少し、高齢者のいる一般世帯の割合は上昇しています。 

高齢者のいる一般世帯のうち、平成 22 年の単身世帯（ひとり暮らし高齢者）は 26.7％、夫婦

のみの世帯が 33.1％、同居世帯が 40.2％となっています。 

さらに世帯全体に占める比率でみると、単身世帯と夫婦のみの世帯は、平成 22 年には 26.2％

と、およそ４世帯に１世帯の割合となっています。 

 

【高齢者のいる世帯の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：国勢調査 

※1 世帯の％は総世帯に占める比率 

※2 構成比は高齢者のいる世帯に占める比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

(単位：世帯、人）

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

36,681 38,929 41,298 43,043 44,565

3.16 2.96 2.78 2.63 2.52

高齢者のいる世帯数 13,509 15,644 17,330 18,390 19,480

36.8% 40.2% 42.0% 42.7% 43.7%

2,284 2,963 3,681 4,499 5,194

6.2% 7.6% 8.9% 10.5% 11.7%

構成比 16.9% 18.9% 21.2% 24.5% 26.7%

3,301 4,253 5,324 6,082 6,453

9.0% 10.9% 12.9% 14.1% 14.5%

構成比 24.4% 27.2% 30.7% 33.1% 33.1%

7,924 8,426 8,325 7,809 7,833

21.6% 21.6% 20.2% 18.1% 17.6%

構成比 58.7% 53.9% 48.0% 42.5% 40.2%

区分

総世帯数

１世帯当りの人員

単身世帯

夫婦のみの世帯

同居世帯
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【高齢者のいる世帯の構成比の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

 

 

（４）高齢者のいる世帯の住まいの状況 

平成 22 年の国勢調査から高齢者のいる世帯の住まいの状況を見ると、高齢者のいる世帯の

90.2％が持ち家となっており、一般世帯と比較すると持ち家の世帯数の構成比は 18.4 ポイント

高くなっています。 

 

【高齢者のいる世帯数の推移（平成 22 年）】 

 

 

 

 

 

 
 

出典：国勢調査 

 

  

(単位：世帯）

持ち家 公営の借家 民営の借家 その他 計

31,979 1,684 7,942 2,960 44,565

構成比 71.8% 3.8% 17.8% 6.6% 100.0%

17,577 631 1,031 241 19,480

構成比 90.2% 3.2% 5.3% 1.2% 100.0%

区分

総世帯

高齢者のいる世帯
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（５）高齢者の就業状況 

平成 22 年の高齢者の就業者数は 5,550 人で、就業者全体の 10.7％にあたります。産業別にみ

ると、本市全体では、就業者の６割が第３次産業で、第２次産業は３割であるのに対し、高齢者

では第１次産業が多く４割を占めており、農業は高齢者の占める割合が特に高く、農業就業者の

５割以上が高齢者となっています。 

 

【高齢者の就業状況（平成 22 年）】 

（単位：人、％） 

区  分 

全就業人口 65 歳以上就業人口 

人数 
全就業人口に

占める割合 
人数 

全就業人口に

占める割合 

65 歳以上就

業人口に占め

る割合 

業種別総数に

占める割合 

総数 51,722 100 5,550 10.7 100  

第
一
次 

農業 3,924 7.6 2,112 4.1 38.1 53.8 

林業 99 0.2 10 0.02 0.2 10.1 

漁業 217 0.4 100 0.2 1.8 46.1 

第
二
次 

鉱業・採石業・砂利採取業 3 0.01 0 0 0 0 

建設業 4,880 9.4 361 0.7 6.5 7.4 

製造業 12,008 23.2 535 1.0 9.6 4.5 

第
三
次 

電気・ガス・熱供給・水道業 292 0.6 3 0.01 0.1 1.0 

情報通信業 213 0.4 1 0.002 0.02 0.5 

運輸業・郵便業 2,577 5.0 147 0.3 2.6 5.7 

卸売業・小売業 7,178 13.9 732 1.4 13.2 10.2 

金融業・保険業 865 1.7 29 0.1 0.5 3.4 

不動産業・物品賃貸業 441 0.9 87 0.2 1.6 19.7 

学術研究・専門・技術サービ
ス業 

1,098 2.1 89 0.2 1.6 8.1 

宿泊業・飲食サービス業 2,287 4.4 243 0.5 4.4 10.6 

生活関連サービス業・娯楽業 1,791 3.5 241 0.5 4.3 13.5 

教育・学習支援業 2,025 3.9 90 0.2 1.6 4.4 

医療・福祉 6,587 12.7 285 0.6 5.1 4.3 

複合サービス事業 592 1.1 18 0.03 0.3 3.0 

サービス業 
（他に分類されないもの） 

2,108 4.1 355 0.7 6.4 16.8 

公務 
（他に分類されるものを除く） 

1,505 2.9 53 0.1 1.0 3.5 

公務・分類不能 1,032 2.0 59 0.1 1.1 5.7 

出典：国勢調査 
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２ 介護保険制度を取り巻く状況 

（１）要支援・要介護認定者数の推移 

要支援・要介護認定者数は、平成 24年は 6,005人、平成 25年は 6,298人、平成 26年は 6,421

人と増加しています。要支援・要介護度別にみると、人数が最も増加しているのは要支援１で、

平成 24年から 26年にかけて 257人増加しています。 

また、高齢化率が年々増加し、後期高齢者割合も増加するにつれて、第１号被保険者認定率も

高くなっており、平成 26年は 19.3％となっています。 

 

【要支援・要介護認定者数の推移（各年９月末現在）】 

（単位：人） 

区分 
平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 

人数 構成比 人数 構成比 人数 割合 

第 1 号被保険者数 30,870 31,603 32,511 

認定者数 6,005  100.0% 6,298  100.0% 6,421  100.0% 

 

要支援１ 799  13.3% 910  14.4% 1,056  16.4% 

要支援２ 713  11.9% 758  12.0% 794  12.4% 

要介護１ 1,122  18.7% 1,246  19.8% 1,262  19.7% 

要介護２ 995  16.6% 996  15.8% 1,045  16.3% 

要介護３ 759  12.6% 781  12.4% 718  11.2% 

要介護４ 718  12.0% 738  11.7% 726  11.3% 

要介護５ 899  15.0% 869  13.8% 820  12.8% 

うち第１号被保険者 5,854  100.0% 6,133  100.0% 6,276  100.0% 

 

要支援１ 782  13.4% 889  14.5% 1,035  16.5% 

要支援２ 696  11.9% 738  12.0% 774  12.3% 

要介護１ 1,087  18.6% 1,207  19.7% 1,222  19.5% 

要介護２ 969  16.6% 969  15.8% 1,024  16.3% 

要介護３ 736  12.6% 761  12.4% 707  11.3% 

要介護４ 707  12.1% 722  11.8% 715  11.4% 

要介護５ 877  15.0% 847  13.8% 799  12.7% 

第 1 号被保険者認定率 19.0% 19.4% 19.3% 

出典：介護保険事業状況報告、住民基本台帳 
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【要支援・要介護度別割合の推移】   【第１号被保険者数と第１号認定者数・第１号認定率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：介護保険事業状況報告、住民基本台帳 

 

 

（２）年齢階層別要支援・要介護認定者の状況 

平成 26 年 9 月末現在における第１号被保険者の要支援・要介護認定者は 6,276 人で、認定者

全体の 97.7％を占めており、認定者の大半が 65歳以上となっています。 

また、高齢者の中においても、前期高齢者に比べ、後期高齢者の比率が高く、大半が後期高齢

者となっています。 

 

【年齢階層別の認定者数の推移（平成 26 年 9 月末現在）】 

（単位：人） 

区分 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 総数 

第１号被保険者 

（65 歳以上） 

1,035  774  1,222  1,024  707  715  799  6,276  

 16.5% 12.3% 19.5% 16.3% 11.3% 11.4% 12.7% 97.7% 

 

前期高齢者 

（65～74 歳） 

110  82  129  92  71  65  67  616  

 17.9% 13.3% 20.9% 14.9% 11.5% 10.6% 10.9% 9.6% 

後期高齢者 

（75 歳以上） 

925  692  1,093  932  636  650  732  5,660  

 16.3% 12.2% 19.3% 16.5% 11.2% 11.5% 12.9% 88.1% 

第２号被保険者 

（40～64 歳） 

21  20  40  21  11  11  21  145 

14.5% 13.8% 27.6% 14.5% 7.6% 7.6% 14.5% 2.3% 

総数 1,056  794  1,262  1,045  718  726  820  6,421  

 出典：介護保険事業状況報告 
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（３）介護サービス受給者数の推移 

介護サービス受給者数は、要支援・要介護認定者数が増加傾向にあることに伴い増加傾向とな

っています。 

サービス種類別に見ると、居宅サービス利用者数は平成 26 年に若干減少、地域密着型サービ

ス利用者数は増加傾向、施設サービス利用者数は横ばい傾向にあります。 

要支援・要介護認定者に対するサービス利用の割合は平成 26 年で 81.6％となっており、認定

を受けているにも関わらずサービスを利用していない、いわゆるサービス未利用者は 18.4％とな

っています。 

【受給者数の推移（各年９月現在）】※平成 26 年は５月末 

（単位：人） 

区分 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 

居宅サービス 3,572 3,758 3,717 

 高齢者人口比 11.6% 11.9% 11.4% 

 要介護等認定者比 59.5% 59.7% 57.9% 

地域密着型サービス 572 582 600 

 高齢者人口比 1.9% 1.8% 1.8% 

 要介護等認定者比 9.5% 9.2% 9.3% 

施設サービス 919 922 923 

 高齢者人口比 3.0% 2.9% 2.8% 

 要介護等認定者比 15.3% 14.6% 14.4% 

サービス受給者計 5,063 5,262 5,240 

 高齢者人口比 16.4% 16.7% 16.1% 

 要介護等認定者比 84.3% 83.6% 81.6% 

出典：介護保険事業状況報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：介護保険事業状況報告 



－23－ 

 

（４）給付費等の推移 

平成 24年度から平成 26年度の介護サービス給付費の推移をみると、訪問介護、通所介護、短

期入所生活介護の伸びが大きく、介護予防サービス給付費については、通所介護の伸びが大きく

なっています。 

介護サービス給付費の対計画比については、短期入所生活介護、認知症対応型通所介護で 100％

を大きく上回る一方で、夜間対応型訪問介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護は第５期計画

で利用を見込んでいましたが、参入事業所がなく、サービス提供には至りませんでした。介護予

防サービス給付費については、訪問看護、短期入所療養介護で 100％を大きく上回っています。 

標準給付費については、３か年合計で 26,893,565 千円の計画に対し、27,953,584 千円（対計

画比 103.9％）となる見込みです。 

 

【介護給付費の推移】 

（介護サービス給付費）                          （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：介護保険事業状況報告 

 

  

計画 実績 対計画比 計画 実績 対計画比 計画 実績 対計画比

3,052,371 3,183,628 104.3% 3,067,016 3,315,950 108.1% 3,081,661 3471025 112.6%

訪問介護 511,042 498,265 97.5% 513,417 504,363 98.2% 515,792 510,535 99.0%

訪問入浴介護 53,088 43,659 82.2% 52,831 40,830 77.3% 52,574 38,184 72.6%

訪問看護 60,511 55,435 91.6% 60,477 62,304 103.0% 60,443 62,304 103.1%

訪問リハビリテーション 54,317 43,115 79.4% 54,465 30,347 55.7% 54,613 30,347 55.6%

居宅療養管理指導 15,290 15,404 100.7% 15,556 16,439 105.7% 15,822 17,543 110.9%

通所介護 1,166,093 1,212,878 104.0% 1,173,343 1,307,747 111.5% 1,180,592 1,410,036 119.4%

通所リハビリテーション 450,876 470,438 104.3% 452,882 448,428 99.0% 454,888 427,447 94.0%

短期入所生活介護 206,325 263,027 127.5% 206,947 304,353 147.1% 207,569 352,172 169.7%

短期入所療養介護 147,699 148,404 100.5% 148,027 144,260 97.5% 148,356 140,231 94.5%

特定施設入居者生活介護 191,790 212,769 110.9% 191,790 220,385 114.9% 191,790 228,273 119.0%

福祉用具貸与 184,372 210,413 114.1% 184,955 225,975 122.2% 185,538 242,687 130.8%

特定福祉用具販売 10,968 9,821 89.5% 12,326 10,519 85.3% 13,684 11,266 82.3%

1,448,178 1,526,927 105.4% 1,483,763 1,531,097 103.2% 1,570,245 1552110 98.8%

夜間対応型訪問介護 6,368 0 0.0% 6,368 0 0.0% 6,368 0 0.0%

認知症対応型通所介護 38,507 50,407 130.9% 38,677 50,814 131.4% 38,847 51,224 131.9%

小規模多機能型居宅介護 332,368 373,041 112.2% 367,668 353,903 96.3% 402,969 353,903 87.8%

認知症対応型共同生活介護 784,680 826,163 105.3% 784,796 846,277 107.8% 835,807 866,880 103.7%

地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護

244,586 277,316 113.4% 244,586 280,103 114.5% 244,586 280,103 114.5%

複合サービス 35,300 0 0.0% 35,300 0 0.0% 35,300 0 0.0%

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護

6,368 0 0.0% 6,368 0 0.0% 6,368 0 0.0%

29,287 24,990 85.3% 29,287 26,628 90.9% 29,287 28,373 96.9%

377,692 379,063 100.4% 392,488 393,086 100.2% 407,434 407,627 100.0%

2,871,203 2,945,250 102.6% 2,874,994 2,977,398 103.6% 3,169,450 3082248 97.2%

介護老人福祉施設 1,232,801 1,239,912 100.6% 1,235,115 1,243,812 100.7% 1,528,338 1,319,412 86.3%

介護老人保健施設 1,290,172 1,315,398 102.0% 1,291,649 1,349,869 104.5% 1,292,882 1,385,243 107.1%

介護療養型医療施設 348,230 389,940 112.0% 348,230 383,717 110.2% 348,230 377,593 108.4%

7,778,730 8,059,858 103.6% 7,847,547 8,244,159 105.1% 8,258,076 8,541,383 103.4%

平成24年度 平成25年度 平成26年度（見込み）

居宅介護支援

介護保健施設サービス

合計

居宅サービス

地域密着型サービス

住宅改修

区分
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（介護予防サービス給付費）                        （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：介護保険事業状況報告 

 

（標準給付費）                              （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

出典：介護保険事業状況報告 

 

 

  

計画 実績 対計画比 計画 実績 対計画比 計画 実績 対計画比

349,102 348,711 99.9% 351,678 371,750 105.7% 354,254 399871 112.9%

訪問介護 102,023 104,607 102.5% 103,188 107,989 104.7% 104,353 111,480 106.8%

訪問入浴介護 0 164 0 117 0 83

訪問看護 2,723 4,383 161.0% 2,755 5,343 193.9% 2,786 6,513 233.8%

訪問リハビリテーション 3,899 3,932 100.8% 3,944 3,807 96.5% 3,988 3,685 92.4%

居宅療養管理指導 1,915 1,083 56.6% 1,916 1,294 67.5% 1,919 1,546 80.6%

通所介護 153,045 147,270 96.2% 154,799 158,781 102.6% 156,553 171,191 109.4%

通所リハビリテーション 45,164 45,220 100.1% 44,543 47,638 106.9% 43,923 50,185 114.3%

短期入所生活介護 1,838 2,111 114.9% 1,844 2,578 139.8% 1,851 3,148 170.1%

短期入所療養介護 647 768 118.7% 648 1,626 250.9% 647 3,442 532.0%

特定施設入居者生活介護 17,490 14,418 82.4% 17,490 11,862 67.8% 17,490 9,759 55.8%

福祉用具貸与 16,879 20,424 121.0% 17,072 26,956 157.9% 17,265 35,577 206.1%

特定福祉用具販売 3,479 4,331 124.5% 3,479 3,759 108.0% 3,479 3,262 93.8%

7,858 10,977 139.7% 7,917 9,135 115.4% 7,981 8328 104.3%

認知症対応型通所介護 1,349 1,280 94.9% 1,364 683 50.1% 1,380 364 26.4%

小規模多機能型居宅介護 3,919 6,649 169.7% 3,919 6,913 176.4% 3,919 7,187 183.4%

認知症対応型共同生活介護 2,589 3,048 117.7% 2,634 1,539 58.4% 2,682 777 29.0%

17,574 17,189 97.8% 17,574 17,925 102.0% 17,574 18,692 106.4%

47,854 49,521 103.5% 46,660 52,700 112.9% 45,447 56,083 123.4%

422,388 426,398 100.9% 423,829 451,510 106.5% 425,257 482974 113.6%

平成24年度 平成25年度 平成26年度（見込み）

住宅改修

居宅介護支援

合計

居宅サービス

地域密着型サービス

区　分

計画 実績 対計画比 計画 実績 対計画比 計画 実績 対計画比 計画 実績 対計画比

8,201,119 8,486,256 103.5% 8,271,376 8,695,669 105.1% 8,683,333 8,910,249 102.6% 25,155,828 26,092,174 103.7%

339,522 377,796 111.3% 350,726 393,029 112.1% 383,446 408,876 106.6% 1,073,694 1,179,701 109.9%

175,648 181,826 103.5% 184,891 190,905 103.3% 194,620 200,437 103.0% 555,159 573,168 103.2%

23,760 22,389 94.2% 25,661 25,016 97.5% 27,714 27,951 100.9% 77,135 75,356 97.7%

10,343 10,594 102.4% 10,581 11,055 104.5% 10,825 11,536 106.6% 31,749 33,185 104.5%

8,750,392 9,078,861 103.8% 8,843,235 9,315,674 105.3% 9,299,938 9,559,049 102.8% 26,893,565 27,953,584 103.9%

平成24年度 平成25年度 平成26年度 合計

高額医療合算介護サービス費等給付費

算定対象審査支払手数料

標準給付費（合計）

介護・介護予防サービス給付費

特定入所者介護サービス等給付費

高額介護サービス費等給付費

区分
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３ 本計画期間における高齢者の状況 

（１）人口の推計 

人口推計にあたっては、コーホート変化率法に基づき推計しています。 

総人口は平成 27 年度の 112,535人から、平成 29 年度には 110,967人、10 年後の平成 37 年度

には 103,189 人と推計しています。一方、65 歳以上人口は平成 27 年度の 33,114 人から、平成

29年度には 33,984人、平成 32年度には 34,343人と増加を続けますが、平成 32年度以降は減少

に転じるものと見込まれます。また、団塊の世代がすべて 75 歳以上となる平成 37 年度の 75 歳

以上人口は 19,544人と見込まれます。 

高齢化率は平成 27年度の 29.4％から、平成 29年度には 30.6％、平成 37年度には 32.8％と推

計しています。 

【人口の推計】 

（単位：人） 

区分 
実績 

推計 

本計画期間 
平成 32 年度 平成 37 年度 

平成 25 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

総人口 113,866  112,535  111,780  110,967  108,267  103,189  

0～39 歳 44,604  42,839  42,068  41,283  39,139  35,842  

40～64 歳 37,659  36,582  36,123  35,700  34,785  33,522  

65 歳以上 31,603  33,114  33,589  33,984  34,343  33,825  

 高齢化率 27.8% 29.4% 30.0% 30.6% 31.7% 32.8% 

 65～74 歳 14,326  15,742  15,946  16,214  16,474  14,281  

 75 歳以上 17,277  17,372  17,643  17,770  17,869  19,544  
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（２）要支援・要介護認定者数の推計 

要支援・要介護認定者数推計にあたっては、要介護度別、性・年齢別出現率の実績及び伸びを

勘案し、人口推計をもとにしながら要支援・要介護認定者数を推計しました。 

後期高齢者の増加に伴い、高齢者人口に占める第１号被保険者の認定者割合が増加すると予測

しており、計画期間となる平成 27年度から平成 29年度の間に 6,548人から 6,895人と 347人の

増加を見込んでいます。 

なお、団塊の世代がすべて後期高齢者となる平成 37 年度には 7,482 人、第１号被保険者にお

ける認定率は 21.8％と見込んでいます。 

 

【要支援・要介護認定者数の推計】 

（単位：人） 

区分 
実績 

推計 

本計画期間 
平成 32 年度 平成 37 年度 

平成 25 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

第 1 号被保険者数 31,603 33,114  33,589  33,984  34,343  33,825  

認定者数 6,298  6,548  6,699  6,895  7,309  7,482  

 

要支援１ 910  1,133  1,192  1,262  1,338  1,369  

要支援２ 758  812  831  855  906  928  

要介護１ 1,246  1,290  1,320  1,358  1,440  1,474  

要介護２ 996  1,067  1,092  1,124  1,191  1,220  

要介護３ 781  701  717  724  767  786  

要介護４ 738  740  757  779  826  845  

要介護５ 869  805  790  793  841  860  

うち第１号被保険者 6,133  6,420  6,579  6,772  7,182  7,359  

 

要支援１ 889  1,111  1,171  1,239  1,315  1,346  

要支援２ 738  796  816  840  890  913  

要介護１ 1,207  1,265  1,296  1,334  1,415  1,450  

要介護２ 969  1,046  1,073  1,104  1,170  1,200  

要介護３ 761  687  704  711  754  773  

要介護４ 722  726  743  765  812  831  

要介護５ 847  789  776  779  826  846  

第 1 号被保険者認定率 19.4% 19.4% 19.6% 19.9% 20.9% 21.8% 
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４ 高齢者実態調査の結果概要 

（１）家族構成 

家族構成については、「家族などと同居」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）介護・介助が必要になった原因 

介護・介助が必要になった原因については、「高齢による衰弱」が 23.3％と最も高く、次いで

「認知症（アルツハイマー病等）」（21.5％）、「骨折・転倒」（18.9％）、「脳卒中（脳出血・脳梗

塞等）」（14.5％）、「心臓病」（13.0％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.7%

71.1%

3.7%

6.5%

一人暮らし

家族などと同居（二世帯

住宅を含む）
その他（施設入居など）

無回答

（N=3,997）

23.3%

21.5%

18.9%

14.5%

13.0%

12.1%

9.7%

8.7%

5.9%

5.8%

3.4%

3.1%

14.4%

1.0%

10.3%

0% 10% 20% 30%

高齢による衰弱

認知症（アルツハイマー病等）

骨折・転倒

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

関節の病気（リュウマチ等）

糖尿病

視覚・聴覚障害

がん（悪性新生物）

脊椎損傷

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

パーキンソン病

その他

不明

無回答

（N=875）
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（３）介護者の状況 

主な介護・介助者については、「配偶者（夫・妻）」が 26.7％と最も高く、次いで「娘」（16.2％）

「介護サービスのヘルパー」（15.7％）、「息子」（15.5％）の順となっています。 

主な介護・介助者の年齢については、「65 歳未満」が 41.9％、一方「65 歳以上」は 48.9％と

なっています。 

  介護・介助者 

 

 

 

 

 

 

 

    

          介護・介助者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）在宅サービス（介護保険）の利用 

現在利用している在宅サービスについては、「通所介護（デイサービス）」が 6.7％と最も高く、

次いで「短期入所（ショートステイ）」（2.2％）、「通所リハビリテーション（デイケア）」（1.9％）、

「訪問介護」（1.7％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.9%

17.5%

18.9%

12.5%

9.2%

６５歳未満

６５～７４歳

７５～８４歳

８５歳以上

無回答

（N=599）

26.7%

15.5%

16.2%
7.2%

0.3%

1.8%

15.7%

12.4%

4.2%
配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

無回答

（N=599）

6.7%

2.2% 1.9% 1.7%
1.1% 0.6% 0.6% 0.4% 0.3% 0.3% 0.3% 0.4% 0.1% 0.0%

11.6%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

通
所
介
護
（デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

短
期
入
所
（シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（デ
イ
ケ
ア
）

訪
問
介
護

医
師
や
薬
剤
師
な
ど
に
よ
る
療
養
上
の

指
導
（居
宅
療
養
管
理
指
導
）

訪
問
入
浴
介
護

訪
問
診
療
（医
師
の
訪
問
）

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

訪
問
看
護

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

定
期
巡
回
・随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

複
合
型
サ
ー
ビ
ス

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

そ
の
他

（N=3,997）
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（５）運動や外出 

運動や外出の状況については、「できている」という回答が多いものの、『階段を手すりや壁を

つたわらずに昇れる』については「いいえ（昇れない）」の回答が 47.7％と高くなっています。

また、『昨年と比べて外出の回数が減っている』については、「はい（減っている）」が 32.8％と

約３割を占める結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）健康 

現在治療中の病気については、「高血圧」が 40.2％と最も高く、他の病気に比べて突出してい

ます。次いで、「目の病気」（21.1％）、「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」（15.5％）、「心

臓病」（13.7％）、「糖尿病」（13.1％）、「高脂血症（脂質異常）」（11.2％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.5%

65.0%

68.9%

88.7%

85.2%

32.8%

47.7%

32.0%

28.0%

7.8%

11.5%

63.3%

6.8%

3.0%

3.1%

3.5%

3.4%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか

１５分位続けて歩いていますか

５ｍ以上歩けますか

週に１回以上は外出していますか

昨年と比べて外出の回数が減っていますか

はい いいえ 無回答

（N=3,997）

40.2%

21.1%

15.5%

13.7%

13.1%

11.2%

8.5%

7.5%

7.0%

6.5%

5.6%

4.8%

4.3%

4.2%

1.7%

1.6%

0.8%

9.7%

11.1%

7.8%

0% 20% 40% 60%

高血圧

目の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

耳の病気

腎臓・前立腺の病気

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

認知症（アルツハイマー病等）

がん（新生物）

外傷（転倒・骨折等）

血液・免疫の病気

うつ病

パーキンソン病

その他

ない

無回答

（N=3,997）
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（７）社会参加 

各会・クラブ・グループ等への参加については、いずれも「参加していない」の割合が最も高

くなっており、「参加している」は『町内会・自治会』で最も高く、次いで『趣味関係のグルー

プ』となっています。 

参加の頻度は「年に数回」の割合が高いところが多く、『町内会・自治会』では 37.8％、『ボラ

ンティアのグループ』では 11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.9%

2.6%

2.3%

0.5%

0.2%

0.3%

0.7%

1.9%

4.9%

5.4%

0.4%

0.6%

1.4%

1.5%

2.0%

4.6%

6.3%

0.8%

0.6%

2.2%

1.2%

5.9%

2.6%

9.4%

4.0%

5.0%

4.9%

7.3%

11.3%

4.2%

6.6%

9.8%

37.8%

5.9%

14.4%

67.7%

70.7%

61.1%

75.7%

47.6%

75.6%

64.0%

10.5%

10.4%

8.9%

8.9%

8.3%

9.6%

11.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

老人クラブ

町内会・自治会

学習・教養サークル

その他の団体や会

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回

年に数回 参加していない 無回答

（N=3,997）
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（８）認知機能障害程度 

 

● 判定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜ステップ１＞
５-問５

その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断できますか
「１．困難なくできる」
「２．いくらか困難であるが、できる」
「３．判断するときに、他人からの合図や見守りが必要」

「４．ほどんど判断できない」の場合、 １～３の回答の場合、ステップ２へ
　　　　ステップ４へ

＜ステップ２＞
５-問４

５分前のことが思い出せますか
「２．いいえ」

５-問５ 　該当なし

その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断できますか

「２．いくらか困難であるが、できる」
「３．判断するときに、他人からの合図や見守りが必要」

５-問６

人に自分の考えをうまく伝えられますか 　１項目該当

「２．いくらか困難であるが、伝えられる」

「３．あまり伝えられない」

「４．ほとんど伝えられない」

２項目以上該当の場合、ステップ３へ
＜ステップ３＞

５-問５ 　該当なし

その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断できますか

「３．判断するときに、他人からの合図や見守りが必要」

５-問６ 　１項目該当

人に自分の考えをうまく伝えられますか

「３．あまり伝えられない」

「４．ほとんど伝えられない」 　２項目該当

　　　　

＜ステップ４＞

６-問６ 　選択肢１、２

食事は自分で食べられますか

「１．できる」

「２．一部介助（おかずを切ってもらうなど）があればできる」

「３．できない」 　選択肢３

０レベル
　障害なし

１レベル
境界的

２レベル
軽度の障害

３レベル
中等度の障害

４レベル
やや重度の障害

５レベル
重度の障害

６レベル
最重度の障害
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認知機能障害程度の判定については、全体では「０レベル」（64.5％）、「１レベル」（13.1％）、

「２レベル」（6.9％）、「３レベル以上」（6.8％）となっています。 

要介護では「０レベル」（12.4％）、「１レベル」（8.7％）、「２レベル」（20.8％）、「３レベル以

上」（45.4％）と１レベル以上が７割以上を占め高くなっています。 

また、圏域別にみると「西条西・小松圏域」では「１レベル以上」が約３割を占め最も高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.5 

83.8 

61.2 

35.9 

12.4 

65.5 

66.8 

60.3 

64.4 

63.7 

13.1 

9.8 
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